
 
 

　地域力に支えられて歩んだ２学期 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　館小学校　校長　大滝 英樹 

 

　師走の候、皆様におかれましては、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。平素より

本校の教育活動に温かいご理解とご協力を賜り、心より感謝申し上げます。 

　早いもので、本日をもちまして２学期が終了し、明日から冬休みを迎えます。振り返ります

と、今学期は学習発表会をはじめ、日々の学校生活のさまざまな場面で、子どもたちの努力と

成長が光る、たいへん実りの多い学期となりました。 

　本年度、本校が重点的に育んできた「自己調整力」の面では、確かな成果が表れています。

自分の良さに気づき、自信をもって行動する姿が、この２学期に多く見られました。これに伴

い、学習の場でも自分の考えをしっかり発表したり、新聞やレポートなどにまとめて表現した

りする力が伸びています。こうした成長は、小さな成功の積み重ねと、その努力を周りの大人

が温かく認めてきた結果です。ご家庭でも、お子さんの２学期の姿を見つめ、励ましの言葉を

かけていただければ、それがさらに大きな自信へとつながります。 

　また、今学期は、本校の特色である「ふるさと教育」が一段と充実しました。学習発表会で

は、地域の皆様にご指導いただきながら伝統芸能「当路鹿子舞い」を披露し、郷土の文化を体

いっぱいに感じる貴重な経験となりました。さらに、林業に携わる保護者の方と一緒に松を植

える活動に取り組み、地域の自然や産業への理解を深めることができました。こうした経験

は、子どもたちの自己調整力や地域への愛着を育む大切な学びとなっています。 

　一方で、この秋は学校周辺でクマの痕跡が連続して確認され、児童の安全確保が最優先の課

題となりました。登下校時の見守りや、緊急時の迅速な対応など、保護者・地域の皆様の支え

によって、子どもたちにとっての「安心・安全な学びの場」を守ることができました。小規模

地域ならではの「子どもを地域全体で見守る文化」に、改めて深く感謝申し上げます。 

　さらに、北海道・三陸沖地震や後発地震注意情報を受け、私たちの生活は自然災害と常に隣

り合わせであることを再認識させられました。「備えあれば憂いなし」というように、非常用

品の点検や避難経路の確認など、日頃からの備えが大切です。この姿勢は、学校で大切にして

いる「凡事徹底」―当たり前のことを丁寧に積み重ねる力と深く結びついています。日々の小

さな積み重ねこそが、いざという時の落ち着いた行動力につながります。ご家庭でも、この機

会に防災について話し合い、日常の習慣づくりを共有していただければ幸いです。 

　来年、令和８年（2026年）は【丙午（ひのえうま）】の年とされ、新しい挑戦が形になりや

すく、努力が次のステージにつながっていく年とも言われています。今年、子どもたちととも

に育んできた「自己調整力」と「凡事徹底」が、来年さらに確かな形となり、一人ひとりの未

来を支える大きな力へと育っていくことを願っております。 

　皆さま、どうぞお健やかに、暖かな気持ちで新年をお迎えください。 
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重点教育目標 
『Well-beingの実現に向けて自己調整しながら行動できる行動する子どもの育成』　　　　TEL：６６-２２３０ 
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１　教科に関する調査について 

・基礎的分野、特に基礎的計算は得意な傾向が見られます。一方で、すべての教科で記述式の問題に課題が見ら
れ、算数では、文章と式を織り交ぜての回答に戸惑いが見られました。理科については、既習事項で誤答が見られま
した。学校では、複式ならではの児童同士、小集団での対話を生かし、学び合う活動から活用する力を育てていきた
いと考えます。また、タブレット等ICT機器を利用しながら既習事項の復習を行っていきます。そして、できたことを評価
し、楽しさ、うれしさ、充実感がある学習を目指します。 

 2　児童質問紙分析からの今後の取組 

　質問紙からは“間違えるのが怖い”“空気を読む文化”などが潜んでいることが考えられます。対話の目的を「正解を出
す」から「考えを広げる」に変える意識が大切にし、意見の“つながり”を楽しむやりとりを増やしていきます。また、「新聞
を読む」「読書が好き」などの項目で課題がありました。学校内で「読む・書く・語る」活動がより主体的なものとなるよう
地域ボランティアと連携し、「読み聞かせ＋感想の対話」などを今後も行い、各教科での「学びのまとめ」を短い文章で
表現する活動を積み重ねるなどして言語活動の活性化をはかります。「考えを深めたり話し合ったりする活動」への実
感が低い場合、子どもたちは「聞くだけの授業」になっていると感じていることが考えられます。そこで、思考を言葉で
表現し合う授業を組み込んでいく工夫を行っていきます。 

明日（２６日）から１月１４日（水）まで冬休み

となります。冬休みは２０日間です。夏休みより短

い休みとなりますが、年末年始を迎え、不規則な生

活になりがちです。ご家庭でも、生活リズムの確立

と外出時には冬型の事故に十分気をつけられますよ

うお願いいたします。学校閉庁日を除いては、何か

ありましたら、学校への連絡もお願いいたします。

（0139-66-2230） 

　児童の文化面での活躍について、２学期の表彰等を紹介します。（なお、ホームページ上の学校だよ

りには、個人情報保護の点から、氏名の部分を表彰式の様子の写真に代え、掲載しております。） 

 

１５日　３学期始業式 
１９日　書き初め（５・６年） 
２０日　ALT 
２２日　知能検査　ALT　移動図書 
２３日　書き初め（３・４年）　漢字検定 
２７日　委員会活動 
２８日　スキー学習① 
２９日　ALT 
３０日　５・６年アントレプレナーシップ 


